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栗
原
百
害
著

「
農
業
問
題
入
門
」

わ
が
図
。
常
面
す
る
複
雑
な
農
業
問
題
の
科
率
的
解
明
の
た
め
に
、
そ

の
忌
礎
理
論
1

乙
し
て
の
農
業
経
済
畑
中
の
確
立
が
今
日
程
痛
切
に
求
め
ら
れ

て
い
る
時
は
な
い
。
こ
の
課
題
に
こ
士
え
る
も
の
と

L
て
、
昨
年
五
月
亡

く
な
ら
れ
た
川
県
原
亘
書
民
の
遺
著
「
農
業
問
題
ス
門
」
(
有
斐
閣
一
九
五

五
年
三
月
刊
)
は
、
従
来
の
類
書
の
中
で
ユ
ニ
1
グ
な
地
位
を
占
め
、
多

く
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
、
も
の
で
あ
る
。

註
本
稿
は
山
岡
敬
投
指
導
の
下
陀
和
こ
な
わ
h

い
た
大
草
院
皐
止
に
工

る
数
回
の
研
究
脅
に
負
ワ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
内
容
は
筆
者
一

入
円
責
任
に
お
い
て
ま
と
め
b
れ
た
。

本
需
の
特
色
は
、
第
一
に
、
従
来
の
農
業
問
題
に
か
ん
す
る
書
物
が
、

「
は
じ
め
か
ら
じ
か
に
日
木
の
農
業
問
題
の
分
析
に
と
り
く
ん
だ
も
の
」

か
「
地
代
論
の
解
読
を
中
心
」
に
し
た
も
の
が
大
部
門
ば
で
あ
っ
た
の
に
た

い
し
、
「
世
界
由
民
拍
な
農
業
問
題
の
裂
展
段
階
的
諸
法
則
」
(
以
と
は
し

が
き
)
を
解
明
L
ょ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
た
し
か
に
農
業
に
お
け

栗
原
百
存
若
「
良
業
問
題
入
門
」

大

薮

輝

雄

る
資
木
ヨ
義
の
明
白
畏
は
、
費
末
主
義
の
誕
展
段
階
に
躍
じ
て
極
々
具
な
る

問
願
を
提
起
L
、
そ
れ
を
解
明
す
る
科
恩
一
、
と

L
て
の
且
謹
訪
問
済
摩
は
、
-

般
的
な
地
代
前
の
解
説
に
の
み
止
ま
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
他
方
、
目

木
農
業
に
お
け
る
資
木
主
義
の
誕
辰
の
特
殊
性
を
き
わ
め
る
た
め
忙
は
、

壮
界
史
的
な
農
業
設
展
の
一
般
法
則
が
、
ま
ず
確
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
木
望
日
は

E
し
い
農
業
紹
済
問
単
陸
系
確
立
の
た

め
の
第
一
歩
と
し
て
、
高
く
許
抽
聞
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
に
、
本
書

の
骨
格
を
な
し
て
い
る
も
の
は
、
マ
ル
グ
ス
、
ェ

νゲ
ル
ス
、
レ
1
エ

ν
、
ス
タ
l
り

ν
の
諸
古
典
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
マ
ル
グ
ス
纏
商
摩
の

郁
門
と
し
て
の
農
業
極
済
恩
の
悌
系
は
、
ま
ず
こ
れ
ら
諸
古
典
の
中
に

あ
た
え
ら
れ
た
農
業
に
関
す
る
理
論
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
常
時
で
も
本
書
は
、
農
葬
品
世
晴
阿
恩
世
宗
擁
立
の

第
一
歩
と
し
て
の
常
義
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
以
下
、
各
章
毎
に
問

題
を
拾
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

努
七
十
七
巻

一
二
ハ
五

第
一
二
日
調

プ可



葉
原
百
害
著
「
農
業
問
題
入
門
」

第
一
章
「
(
農
業
問
題
の
概
念
」
で
は
、
主
L

と
し
て
方
法
論
的
諸
問
題
が

取
扱
わ
れ
る
。
間
関
駄
を
あ
げ
る
主
、

川
架
原
氏
は
、
目
八
世
的
な
農
業
問
題
を
全
国
的
に
把
揮
す
る
も
の
と

し
て
の
「
農
業
間
関
前
」
は
、
農
業
紹
済
簡
単
と
農
業
政
策
論
と
農
村
社
曾

摩
の
統
一
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
終
済
間
中
は
、
あ
ま
り
内

容
の
明
瞭
で
な
い
農
業
政
策
論
ゃ
農
村
社
台
恩
と
辿
置
さ
れ
て
い
る
。

(
六
買
以
下
)
し
か
し
な
が
ら
現
宜
的
一
耽
曾
が
、
経
済
関
係
を
基
礎
と

し
、
そ
の
よ
に
一
位
曾
的
、
政
治
的
諸
関
係
が
展
開
さ
れ
る
限
り
、
こ
れ
ら

詩
聞
係
、
諸
問
題
を
解
明
す
る
料
塵
は
、
基
本
的
に
は
郁
酒
屋
で
あ
り
、

農
業
問
題
解
明
の
科
躍
は
農
業
紹
済
塵
で
あ
ろ
う
n

も
ち
ろ
ん
農
業
鰹
済

問
聞
が
具
閥
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
刑
荷
目
的
、
政
治
的
諮
問
題
を
も
取
扱
う

べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
賢
い
意
味
で
わ
れ
わ
れ
は
農
業
経
済
問
問
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
栗
原
氏
の
よ
う
に
、
農
業
政
策
論
E
か
農
村
吐
曾

墜
と
い
っ
た
内
容
白
は
っ
き
り
L
な
い
、
あ
る
意
味
で
は
異
質
的
と
も

-z

え
る
も
の
を
持
込
む
こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
疑
問
を
感
ず
る
。

ω
長
町
持
組
関
躍
の
位
置
付
け
。
弐
に
、
栗
原
氏
は
、
宇
野
弘
誠
氏
の

刑
曾
科
聞
申
方
法
論
|
|
社
曾
科
島
の
研
究
分
野
を
、
原
理
論
(
一
般
理

論
文
護
展
段
階
論
(
政
策
論
)
、
現
段
階
論
(
何
別
的
分
析
)
の
三
段
階

に
医
分
ず
る
方
注
ー
ー
に
従
っ
て
、
産
業
静
隣
島
は
臨
時
展
段
階
的
特
殊
的

諸
法
則
を
究
明
す
る
政
策
論
的
料
開
申
で
あ
る
E
レ
て
、
最
初
に
述
べ
た
よ

う
に
従
来
の
農
業
経
済
皐
を
批
判
す
る
。
(
九
頁
以
下
)
宇
野
氏
の
方
法

論
、
特
に
設
展
段
階
論
が
政
策
論
で
あ
る
と
い
う
意
味
が
私
に
は
十
分
盟

第
七
十
七
各

一
一
六
六

第
=
披

解
で
台
な
い
が
、
(
そ
し
て
、
社
曾
科
塵
の
方
法
論
は
、
そ
れ
は
そ
れ
と

L
て
別
個
に
検
討
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
)
紹
掛
阜
の
一
般
理
論
色
、
一
図

農
業
の
分
析
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
、
資
本
全
義
の
設
展
段
階

r則
し

て
展
開
さ
れ
た
農
業
経
済
問
申
を
も
っ
て
〈
る
栗
原
氏
の
方
法
は
、
ユ
ニ

l

p
な
も
の
で
あ
る
。

第
二
章
「
先
資
本
主
義
的
農
業
の
諮
形
壁
。
方
法
論
的
諮
問
題
の
解

明
の
後
、
栗
原
氏
は
先
資
本
主
義
的
農
業
り
諸
問
題
の
愈
述
か
ら
農
業
経

済
摩
の
睦
煮
を
は
じ
め
て
い
る
。
も
b
ろ
ん
、
中
市
来
の
農
学
同
閣
は
資
本

主
義
の
農
業
雨
題
で
あ
っ
て
、
資
中
市
主
義
に
お
け
る
農
業
主
工
業
之
の
分

離
、
農
業
の
立
お
く
れ
の
問
題
を
研
究
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
山
川
遊

貼
と
し
て
、
持
よ
ぴ
資
本
主
義
此
曾
に
お
け
る
残
存
物
の
問
題
と
し
て
、

封
建
的
農
業
の
問
題
は
費
木
主
義
の
農
業
問
題
解
明
の
た
め
に
極
め
て
重

註

要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
封
建
的
農
業
を
正
し
く
規
定
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
を
先
資
京
主
義
的
農
業
の
系
列
に
お
い
て
規
定
す
る
と
色
が
必

要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
間
賠
か
ら
県
原
氏
は
、

E
鴬
に
も
先
賓
木
主
義
的

農
業
の
解
明
か
ら
出
護
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
先
賢
木
主
義

的
農
業
の
遊
民
過
程
を
、
小
経
営
的
生
産
様
式
の
展
開
通
程
と
し
て
一
貫

L
て
と
ら
え
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

註

シ

1

一
一
シ
も
亦
カ
ウ
ツ
キ
1

「
農
業
問
題
」
的
存
許
に
お
い
て
、

カ
ウ
ツ
キ
ー
が
近
代
的
農
業
の
特
徴
づ
け
を
家
父
長
制
的
農
民
経
評

や
封
建
時
代
目
農
業
か
ち
始
め
て
い
る
の
を
許
偵
し
て
い
る
。
(
「
長



業
問
題
と
『
γ

ル
ク
ス
批
刈
家
』
」
図
民
文
庫
医
ニ
三
ニ
頁
)

次
に
「
封
建
的
土
地
所
有
と
組
済
外
的
強
制
」
(
七
O
頁
以
下
)
に
つ

い
て
は
、
ス
タ
1
り

y
の
「
ソ
同
盟
に
お
け
る
社
曾
主
義
の
摺
済
的
諸
問

題
」
の
山
明
以
衆
、
ソ
同
盟
に
お
け
る
論
雫
の
一
焦
駄
を
な
し
、
ま
た
わ

が
闘
に
お
い
て
も
、
農
地
改
革
の
↓
評
同
国
と
関
聯
し
て
、
封
建
制
の
木
質
規

定
の
再
検
討
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
研
究
舎
に
お
い
て
も
活
楼
に

討
論
さ
れ
た
が
、
必
ず
し
も
意
見
の
一
致
を
み
な
か
っ
た
。
ま
ず
ス
タ
ー

リ
U
J

円
規
定
「
封
建
調
度
の
も
と
で
は
、
生
蓮
関
係
の
暮
礎
は
、
生
産
手

段
に
た
い
す
る
封
建
倒
主
の
所
有
と
、
生
産
従
事
者
す
な
わ
ち
農
奴
に
た

い
す
る
不
完
全
な
所
有
で
あ
る
」
(
「
排
管
法
的
唯
物
論
正
史
的
唯
物
論
」

閤
民
文
庫
版
一
一
一
九
頁
)
の
解
躍
に
つ
い
て
、
封
建
れ
所
有
の
濁
自
的
内

容
が
、
基
本
的
生
苦
手
段
目
土
地
に
た
い
す
る
封
建
領
土
の
所
有
と
共
に

直
按
生
産
者
白
人
格
に
た
い
す
る
不
完
全
な
る
所
有
を
も
含
む
と
す
る
黙

に
つ
い
て
は
恕
見
の
一
致
を
み
t
D
L
か
し
、
経
済
外
的
強
制
H

位
置
奴
に

罰
す
る
不
完
全
所
有
で
は
な
い
と
し
て
、
そ
れ
と
は
別
に
上
部
構
造
と

L

て
の
経
済
外
的
強
制
を
考
え
る
読
と
、
(
日
明
宮
正
賞
氏
「
封
建
的
所
有
色

組
問
外
的
強
制
を
め
ぐ
る
理
論
的
諸
問
題
」
経
神
論
叢
第
七
十
六
各
第
二

故
多
用
)
栗
原
氏
の
如
く
、
結
済
外
的
強
制
は
「
そ
れ
由
僅
ひ
と
つ
の
生

露
関
係
t
あ
る
」
が
「
生
建
そ
れ
閏
慢
の
な
か
か
ら
護
生
し
な
が
ら
も
、

封
建
的
祉
舎
の
階
級
構
造
が
、
封
建
的
な
政
治
的
支
臨
の
ゑ
機
構
が
、
封

建
的
関
家
形
削
聞
が
そ
の
う
え
に
形
成
さ
れ
る
と
こ
右
の
基
礎
主
し
て
、
宜

按
不
可
分
に
上
部
和
措
に
つ
ら
な
っ
て
」
い
る
た
め
、
そ
れ
は
「
下
部
構

栗
原
育
審
若
「
良
議
開
題
入
門
」

遺
現
象
で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
た
上
部
構
造
扇
象
で
も
あ
る
。
」

七
三
頁
)
と
す
る
読
と
に
わ
か
れ
た
。

W_ 
よL

第
三
章
「
商
人
資
本
と
農
業
問
題
」
。
こ
の
章
は
封
建
的
農
業
上
り
資

木
主
義
的
農
業
へ
の
過
渡
期
を
収
扱
い
、
前
期
的
賛
本
町
時
間
草
的
作
用
、

木
滅
的
霊
団
の
構
治
、
描
渡
的
地
代
詩
形
態
な
主
わ
が
園
農
業
問
題
の

解
明
上
最
も
重
要
な
諸
問
題
に
つ
い
て
、
極
め
て
大
陪
な
割
論
が
展
開
さ

れ
て
い
て
本
書
の
中
心
を
な
し
、
あ
わ
せ
て
第
六
章
の
理
論
的
伏
線
を
な

し
て
い
る
白
以
下
、
若
干
の
問
題
を
拾
い
出
し
て
み
よ
う
。

ω
栗
原
氏
に
よ
れ
ば
、
木
説
的
蓄
積
は
そ
の
基
礎
過
程
が
農
民
か
ら

の
土
地
取
奪
で
あ
る
か
ぎ
り
、
基
本
的
に
農
謹
曲
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
封
建
的
隷
従
と
生
産
手
段
か
ら
-
一
震
に
自
由
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の

創
出
に
針
臨
し
て
農
民
解
波
と
農
民
分
解
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
本
滅
的

蓄
積
の
二
つ
の
側
面
は
現
質
に
は
複
合
し
て
並
行
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

本
質
的
に
は
、
ま
ず
農
民
解
放
に
先
行
す
る
前
期
的
な
農
民
分
解
が
準
行

L
、
そ
れ
に
基
ず
い
て
農
民
解
放
が
質
読
き
れ
、
そ
の
農
民
解
放
に
基
ず

い
て
農
民
分
解
が
近
代
的
に
進
行
す
る
と
い
う
形
を
と
ヮ
て
い
る
。
(
一

二
七
二
一
九
頁
)
こ
こ
に
農
業
問
題
と
し
て
の
木
源
的
事
耳
慣
の
構
誕
が

明
論
的
に
一
貫
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

似
栗
原
氏
は
「
『
安
本
論
』
に
お
い
て
は
、
封
建
的
な
地
代
形
態
か

ら
資
木
主
義
的
な
地
代
形
磁
へ
の
担
渡
的
地
代
形
態
と
し
て
、
分
笠
制
度

と
地
主
経
営
と
分
割
地
所
有
と
の
一
二
つ
の
形
態
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
」

第
七
十
七
巻

/、

七

第
三
閥
抗

J、



栗
原
百
害
者
「
農
業
問
題
入
門
」

第
七
十
七
巻

第

掛

二
六
人

六
四

二
三
四
頁
)
と
資
本
論
の
極
め
て
濁
自
的
な
解
制
帽
を
し
、
「
分
割
地
扉

右
が
目
最
も
五
常
的
な
温
渡
的
地
代
形
態
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
最

も
お
く
れ
た
・
拙
渡
的
形
態
を
な
す
も
の
は
・
地
主
総
替
の
形
態
」

こ
一
ニ
三
一
一
一
一
回
頁
)
で
、
分
盆
制
度
は
そ
の
中
間
形
態
を
な
す
も
の

E
さ
れ
て
い
る
。
つ
い
で
こ
の
よ
う
な
温
渡
的
地
代
形
態
の
性
絡
を
現
定

し
て
、
ヰ
封
建
的
で
あ
る
と
共
に
前
安
木
、
主
需
的
な
も
の
と
す
る
。
分
割

地
所
有
が
ヰ
封
建
的
U
前
資
本
主
義
た
る
ゆ
え
ん
は
、
そ
れ
が
一
方
で
は

「
必
然
的
に
分
解
し
て
資
木
主
義
的
土
地
所
有
に
時
佑
す
る
も
の
と
し

て
、
前
賢
木
主
義
的
」
(
一
凹
三
瓦
)
で
あ
り
、
「
他
方
で
は
、
そ
れ
が

と
も
か
く
も
小
躍
轡
的
土
地
所
有
と
し
て
存
捜
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の

不
可
般
の
支
柱
で
あ
る
農
業
と
家
内
工
業
と
の
結
合
お
よ
び
農
村
共
同
位

的
諮
関
係
の
残
存
を
つ
な
き
と
め
る
も
の
と

L
て
、
何
等
か
の
程
度
の
封

建
的
束
縛
と
侭
護
の
遣
問
か
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
お

い
て
は
、
牛
封
建
的
」
(
一
一
四
三
頁
)
な
の
で
あ
る
。

栗
原
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
規
定
し
た
分
割
地
所
有
を
明
治
以
後
の
日
本

農
業
に
適
用
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
結
局
、
封
建
前
学
に
お
け
る
鉾
畠
阿
波

(
前
資
本
主
義
的
)
の
見
地
主
講
座
祇
(
ヰ
封
建
的
)
の
見
地
を
統
一
せ

ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
第
六
章
参
照
)
研
究
官
で
は
こ
こ
で
も
議
論

が
沸
騰
し
た
が
、
十
五
、
六
世
紀
以
後
の
フ
ラ
シ
ス
と
の
針
比
に
お
い

て
、
ヨ
本
に
は
む
し
ろ
分
割
地
所
有
で
は
な
く
、
分
経
制
度
合
福
一
周
す
べ

き
で
あ
る
と
す
る
見
解
や
、
マ
ル
グ
ヌ
は
分
割
地
所
有
を
遁
被
的
地
代
形

態
の
一
つ
と
し
て
分
析
し
て
は
い
る
が
、
特
に
そ
h
が
封
建
的
か
近
代
的

か
と
い
っ
た
性
格
規
定
を
問
題
に
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
分
割
川
地

所
有
の
泊
用
如
何
の
み
に
よ
っ
て
日
本
農
業
の
性
格
規
定
を
す
べ
苫
で
は

な
く
、
封
底
的
乃
豆
半
封
建
的
土
地
所
有
の
調
白
的
内
容
を
確
定
し
て
、

そ
れ
を
日
本
に
泊
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
封
建
制
の
問
題
を
解
決
す
べ
き

で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
つ
れ
L

が
全
世
主
し
て
講
毘
波
と
焼
農
波
の
安
易

な
統
一
に
は
反
樹
で
あ
っ
て
、
徹
底
的
な
方
法
論
的
百
検
討
を
必
要
と
す

る
と
い
う
怠
克
が
強
か
っ
た
。

ω
栗
原
氏
は
、
寄
生
地
、
一
宅
制
を
坦
渡
的
地
代
形
態
の
一
っ
と

L
て、

右
に
述
べ
ら
れ
た
三
つ
の
基
本
的
形
態
に
た
い

L
第
二
弐
的
な
特
殊
的
形

態
で
あ
り
、
分
割
地
所
有
の
漬
濃
の
う
え
に
形
成
さ
れ
る
も
の
正
規
定
す

る
。
そ
し
て
、
フ
フ

ν
ス
草
命
後
「
抵
首
懐
と
租
税
と
に
よ
っ
て
『
分
割

地
所
有
の
潰
滅
』
が
濯
行
し
、
自
由
な
分
割
地
農
民
は
つ
い
に
高
利
貸
的

な
守
生
地
主
の
小
作
人
に
帽
認
し
て
、
分
割
地
所
有
に
代
っ
て
寄
生
地
中

的
土
地
所
有
が
そ
の
演
域
の
上
に
形
成
さ
れ
る
。
」
(
一
五
志
頁
)
と
し
、

そ
れ
が
「
典
型
的
な
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
」
(
一
六
O
頁
)
で
あ
る
と

さ
れ
る
。

需
生
地
、
主
制
が
か
か
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
従
来
か
ら
述
べ
ら
れ

て
き
卒
草
地
合
制
と
絶
叫
剖
主
義
と
の
必
然
的
関
叫
酬
は
ど
う
な
る
で
あ
ろ

う
か
7

叫
代
的
図
家
た
る
ポ
ナ
ハ
ル
テ
ズ
ム
下
フ
一
フ
シ
ス
の
寄
生
的
な

土
地
所
有
成
立
の
論
理
を
も
っ
て
、
幕
議
枠
制
下
に
生
成
、

J

、
地
租
改
E

を
経
て
明
治
組
問
削
主
義
下
に
確
立
し
た
わ
が
園
の
寄
生
地
主
制
を
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
?

ζ

れ
ら
二
つ
は
同
じ
く
寄
生
的
な
も



の
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
木
質
主
異
に
す
る
も
の
ゼ
は
な
か
月
う
か
?

ま
た
栗
原
氏
が
寄
生
地
主
制
生
成
の
一
般
法
則
を
引
出
す
典
擦
は
、
マ

ル
グ
ス
「
ル
イ
ポ
ナ
バ
ル
ト
の
プ
リ
ュ

1
メ
イ
ル
十
八
日
」
と
モ

1
p

ス
・
ト
レ

1
ズ
「
人
民
験
線
と
フ
ラ
Y

ス
共
琵
殺
」
の
一
部
分
の
み
で
あ

る
が
、
こ
れ
で
は
伺
と
し
て
も
不
十
分
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
シ
ス
を
は
じ
め

世
界
各
閣
の
具
盟
的
史
賓
の
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
ね
ば
、
こ
の
法
則
は

確
詮
き
れ
得
な
い
で
あ
ろ
ラ
。

た
し
か
に
、
日
木
の
得
生
地
虫
制
官
世
界
史
的
な
護
畏
法
則
の
申
に
基

礎
づ
け
る
こ
と
は
極
め
て
軍
要
で
あ
り
、
栗
原
氏
も
そ
の
一
つ
の
試
み
を

な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
需
生
地
宇
制
成
立
の
前
提
と
し
て
「
農

民
的
土
地
占
有
が
商
品
生
産
の
謹
展
k
と
も
に
弐
第
に
強
化
し
て
事
質
上

の
農
民
的
土
地
所
有
に
博
佑
L
、
そ
れ
が
高
利
貸
費
木
に
よ
る
把
撞
の
射

象
と
し
て
成
立
す
る
」
(
一
五
王
頁
)
こ
之
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
の
は

E
し
い
と
思
う
が
、
寄
生
地
主
制
之
上
部
構
造
と
の
関
聯
に
注
意
せ
ず
、

段
階
の
具
る
も
の
を
同
じ
も
の
と
し
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
の
で
は
あ
る
ま

し
カ

F
註
日
本
の
寄
生
地
主
制
を
比
較
腕
済
史
的
に
、
世
界
且
唱
と
の
劉
比
に

お
い
て
位
置
づ
け
た
も
の
と
し
て
は
、
高
橋
幸
八
郎
氏
自
、
十
宜
・
六

世
相
以
後
7

ヲ
シ
ス
の
市
民
的
土
地
所
有
な
S
官
見
向
か
げ
。
司
問
。
。
日
目
)

唱
と
の
酎
此
が
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
(
陸
且
革
研
究
合
網
「
世
界

史
の
基
本
法
則
」
王
丸
頁
)
堀
江
英
一
民
は
、
と
れ
ξ
紹
劉
主
揖
と

の
闘
聯
を
臨
調
L
て
お
ら
れ
る
。
(
一
明
治
維
新
の
世
脅
僻
誼
」
二

O

栗
原
官
等
著
「
良
業
問
題
入
門
」

五
頁
)
ま
た
、
洞
島
大
事
網
開
事
舎
編
「
帯
生
地
主
制
の
研
究
」
も

「
寄
生
地
主
制
を
封
建
枇
骨
の
最
終
段
階
左
L
て
の
栢
封
主
義
に
問

臆
す
る
土
地
所
有
」
(
序
文
ニ
頁
)
色
し
て
い
る
。

第
四
4

早
「
産
業
資
本
左
農
業
問
題
」
で
は
、
建
業
に
お
け
る
資
木
主
義

の
襲
展
お
よ
び
土
地
所
有
U

地
代
の
問
題
が
、
工
業
に
た
い
す
る
農
業
の

不
均
等
な
立
お
く
れ
の
基
本
的
傑
件
と
い
う
見
地
か
ら
分
析
さ
れ
て
い

る
。
つ
い
で
第
五
章
「
濁
占
資
本
主
撃
問
問
題
」
に
お
い
て
は
、
燭
占
資

本
の
最
大
限
利
湖
沼
求
肥
よ
る
農
業
生
還
の
決
定
的
立
お
く
れ
、
(
潜
在

的
農
業
恐
慌
)
そ
の
上
に
展
開
す
る
周
期
的
農
業
恐
慌
と
い
っ
た
栗
原
氏

燭
自
の
農
業
恐
慌
論
が
述
べ
ら
れ
、
最
後
に
農
業
問
題
解
決
の
主
睦
と
し

て
の
勢
農
同
盟
の
問
題
か
、
古
典
に
則
し
て
殺
比
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
で

も
問
題
と
す
べ
き
酷
は
多
い
が
、
紙
匝
の
制
限
の
た
め
残
念
な
が
ら
割
愛

L
、
日
木
の
問
題
を
扱
っ
た
第
六
章
に
移
ろ
う
。

第
六
章
「
日
本
資
本
主
義
と
農
業
問
題
1
0

以
上
五
つ
の
章
に
述
べ
ら

れ
た
且
鐙
骨
組
関
車
の
理
論
曲
目
茶
が
、
今
や
目
木
の
農
業
問
題
に
適
用
さ
れ

る
。
そ
の
場
合
第
三
章
主
の
闘
聯
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
主
た
る
内
容
は

寄
生
地
主
制
の
成
立
、
そ
の
鍵
様
と
、
戦
後
町
農
地
改
草
の
評
償
、
最
後

に
品
目
農
同
盟
の
展
開
と
な
っ
て
い
る
。

ω
「
日
本
資
木
主
義
は
き
わ
め
て
お
〈
れ
て
、
世
界
資
本
主
義
の
帝

闘
主
義
前
時
化
の
湿
程
に
お
い
て
、
・
・
そ
の
ス
タ
ー
ト
を
町
つ
士
の
で

第
七
十
七
各

第
三
蛇

六
五

二
六
九



栗
原
百
害
著
「
民
業
問
題
入
門
」

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
白
木
資
本
主
義
の
瑳
畏
に
た
い
し
て
種
々
の
特

殊
性
を
興
え
た
が
、
な
か
ん
ず
く
、
日
木
農
業
の
資
本
主
義
的
分
解
を
極

度
に
一
世
由
L
、
白
木
資
木
主
義
を
し
て
、
ヰ
封
建
的
な
需
生
地
主
制
の
う

え
に
立
脚
せ
し
め
る
に
い
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
」
(
二
八
一
二
八
ニ

買
)
こ
こ
に
、
日
本
の
寄
生
地
主
制
成
立
の
根
木
原
因
が
、
目
本
資
木
主

義
が
ド
イ
ツ
よ
り
も
お
そ
く
、
世
界
資
本
主
義
の
濁
占
段
階
か
ら
出
鼓
し

た
た
め
に
、
「
農
民
的
な
揖
は
も
ち
ろ
ん
、
地
主
的
な
遁
」
(
二
八
二
頁
)

も
、
と
り
え
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
日
本
の
寄
生
地

主
制
成
立
の
外
的
保
件
を
指
摘
L
た
貼
で
重
要
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
更

に
謹
ん
で
寄
品
沖
地
主
制
成
立
の
諾
候
件
を
、
農
民
的
な
譜
な
ら
び
に
地
主

的
な
遁
の
前
提
諸
傑
件
と
の
針
比
に
お
い
て
、
理
論
的
に
確
定
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

凶
戦
後
の
農
地
改
草
の
一
評
慣
に
つ
い
て
は
、
東
原
氏
は
、
そ
の
「
現

代
日
本
農
業
論
」
に
お
い
て
は
、
地
主
制
の
解
慌
を
主
眼
L
、
改
草
を
図

家
間
占
長
本
士
ナ
義
の
農
業
把
握
と
し
て
一
貫
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
戦
後
諭

守
の
一
焦
貼
を
な
し

τい
た
が
、
木
盟
国
で
は
農
地
改
革
に
よ
っ
て
寄
生
地

主
制
は
一
麿
審
理
さ
れ
た
が
、
関
家
猫
占
資
本
主
義
的
取
賓
の
「
に
分
割

地
所
有
が
潰
滅
さ
れ
、
寄
生
地
主
制
成
立
の
必
然
性
は
解
消
さ
れ
て
い
な

い
之
し
て
お
ら
れ
る
。
(
ニ
九
四
頁
)

こ
こ
で
も
氏
の
寄
主
地
主
制
成
立
の
論
理

l
l分
割
地
所
有
C
潰
誠
に

も
と
ず
く
寄
牛
地
主
制
の
成
立
ー
ー
が
適
用
さ
れ
、
特
に
、
ブ
ラ
シ
ス
草

命
後
の
寄
生
地
主
主
の
相
似
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
七
十
七
巻

七
O 

第
ヲ
披

六
六

「
結
昌
巴
以
k
検
討
し
て
き
た
如
く
、
本
書
は
、
個
々
の
駄
に
つ
い
て

は
問
題
と
す
べ
き
も
の
が
あ
り
、
ま
士
極
め
て
大
臆
な
問
題
提
起
を
お
こ

な
っ
て
い
て
、
そ
の
解
決
り
た
め
に
は
各
弁
面
の
理
論
的
・
匿
現
的
研
究

の
深
化
を
必
要
と
L
、
早
念
な
る
解
決
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

白
木
の
現
賓
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
農
村
の
具
一
閥
的
分
析
と
共

に
閥
系
的
な
農
業
開
論
の
確
立
は
不
可
紋
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
駄
に
お

い
て
本
曹
は
す
ぐ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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